















































録A Dante bibliography in Japan（Oga 1929；改訂を加えたイタリア語版は




































た。“Milton”. Edinburgh Review 42（August, 1825），pp. 325-334.






















































































































































































































































































































ては為し得られまじく候（木村 1954:75、大正７年２月 20 日付）
　　殊に難訳の『天堂』をかくも明瞭に御訳しなされ候御事御熱心なる御研



















































































著Dante & Aquinas（1913）からの孫引きと推測される。“The German Dantist Karl Vossler 
claims Dante as the most perfect representative of Christianity that history can point to on the very 
ground that he was neither a recluse nor a proffessional theologian, but a man of affairs, who lived 




























20 Marvin Richardson Vincent著The Divine comedy of Dante : the Inferno（1904）に次のような
くだりがある。“I have made a literal translation, and have not attempted to produce a smooth and 
elegant English poem. Such an attempt will inevitably land any translator in florid paraphrase. One 
who studies the Commedia only through the medium of a translation, must be content with a partial 
impression of its beauty, grandeur, and power. At the very best, translation is "disenchantment"; 
but certainly the spell will not be restored by rhetorical amplifications, by diluting Dante's thought 
into conventional commonplace, or by emasculating his vigorous diction to meet the demands of 
conventional propriety. Literal translation will confront its readers with not a few novel, startling, 


























24 The Arundel Societyが1848年 か ら1897年 に か け て 蒐 集 し た199点 の 着 色 石 版 画
（chromolithographs）のコレクションである。ここでいうダンテの肖像は、ジョットの筆にな





・MaCaulay, T. Babington （1877）．Milton : an essay. Tokio.
・Oga, Jiukichi （1929）．A Dante bibliography in Japan. Osaka, Printed for Private 
Circulation.





















































番号 論　　題 掲載誌名 巻号、頁または日付 名　義 内　容 備　考
1913（大正2）年
1 ダンテと神秘家 新人 14（9）:59-67 壽吉 研究
1914（大正3）年
2 山川丙三郎氏訳神曲第一篇地獄 基督教世界 （1629） 旭江 邦訳
1915（大正4）年
3 ダンテの帝政論 大阪朝日新聞 （12008） 壽吉 帝政論
4 史伝　青春のダンテ 基督教世界 （1661） 漁史 生涯
1916（大正5）年
5 ダンテを研究せんとする人々へ 新人 17（8）:41-47 旭江 研究
1917（大正6）年
6 友に与えてダンテ研究の勃興を喜ぶ 新人 18（2）:71-76 漁史 神曲
7 ダンテ『神曲』の邦訳を読む 新人 18（3）:81-90 旭江 邦訳
8 再び『神曲』の邦訳に就いて 新人 18（7）:47-52 旭江 邦訳
9 中世時代とダンテの一生（ダンテ研究緒論） 新人 18（8）:37-54 旭江 思想
1918（大正7）年
10 ダンテと聖書 大阪講壇 （208） 旭江 研究
11 故上田博士の「神曲」の遺稿を読みて 新人 19（8）:95-99 旭江 邦訳
12 神曲の問題 新人 19（11）:27-40 旭江 神曲 9の続編
1919（大正8）年
13 パツセリニー伯のダンテ文庫に就て 新人 20（1）:100 壽吉 その他
14 『神曲』研究の大家ヴァーノン翁に就て 開拓者 14（7）:58-60 旭江 その他
15 近代思想に於けるダンテの感化 開拓者 14（10）:81-88 旭江 思想
16 近代思想に於けるダンテの感化（二） 開拓者 14（11）:12-25 旭江 思想
別　　表
－ 23 －
番号 論　　題 掲載誌名 巻号、頁または日付 名　義 内　容 備　考
1920（大正9）年
17 ダンテ紀念館建設に就て 大正日日新聞 （80） 壽吉 その他
18 もしダンテ今あらば 開拓者 15（5）:44-48 旭江 帝政論
19 近刊のダンテ図書に就て あるの 1（1）:11-25 旭江 研究
20 登山者ダンテ 基督教世界 （1918）:3-4 神曲 未確認　
21 登山者ダンテ（二） 基督教世界 （1919）:3-4 神曲 未確認　
1921（大正10）年
① 神曲の東洋的特質 開拓者 16（5）:42-51 旭江 翻訳 原著者Herbert Baynes
② ダンテと其時代 新人 22（5）:63-76 壽吉 翻訳 原著者William Warren Vernon
22 詩と漂泊の詩聖 大阪朝日新聞 （14269） 壽吉 生涯
23 ダンテの神曲 大阪時事新報 ＊1921.9.13-23? 不詳 神曲
24 神曲の註疏について 芸文 12（9-10）:538-561 壽吉 研究 未確認　
25 日本に於けるダンテ文献 芸文 12（9-10）:657-661 旭江 研究 未確認　
26 ダンテ研究概況 芸文 12（9-10）:661-666 旭江 研究 未確認　
27 ダンテ研究概況 あるの 1（5）:114 旭江 研究 『芸文』掲載のものの異版
1922（大正11）年
28 神曲に取扱はれたる問題 文明協会講演集 1:35-47 壽吉 神曲 講演の記録
29 神曲の意義 Tsunobue 2 不詳 神曲 誌名不詳
30 ダンテの帝政論と現代の平和運動 開拓者 17（1）:65-73 壽吉 帝政論
1923（大正12）年
③ ダンテの詩 哲学研究 8（11）:1123-1155 壽吉、共訳 翻訳 原著者Benedetto Croce
1924（大正13）年
④ 青年ダンテと『神曲』のダンテ（一） 芸文 15（10）:653-679 壽吉、共訳 翻訳
－ 24 －
番号 論　　題 掲載誌名 巻号、頁または日付 名　義 内　容 備　考
1925（大正14）年
31 ボッカチョとダンテ 芸文 16（8-9）:517-529 壽吉 生涯
1926（大正15＝昭和元）年
32 ダンテの神曲 Koso 5-6 不詳 神曲 誌名不詳
⑤ ダンテの詩に就いて 芸文 17（6）:353-379 壽吉、共訳 翻訳 上の続き
1927（昭和2）年
33 ダンテ伝説 The Muse 4:278-279 漁史 生涯
34 ダンテとデモクラシー 関西日報 ＊1927.9.12-14? 不詳 帝政論
1928（昭和3）年
⑥ ダンテ地獄篇（一） 芸文 19（2）:117-137 壽吉、共訳 翻訳
⑦ ダンテ地獄篇（二） 芸文 19（3）:165-192 壽吉、共訳 翻訳
⑧ ダンテ浄罪篇（一） 芸文 19（4）:240-256 壽吉、共訳 翻訳
⑨ ダンテ浄罪篇（二） 芸文 19（7）:457-483 壽吉、共訳 翻訳
⑩ ダンテの天堂篇（一） 芸文 19（9）:601-619 壽吉、共訳 翻訳
⑪ ダンテの天堂篇（二） 芸文 19（10）:671-690 壽吉、共訳 翻訳
1929（昭和4）年
35 ダンテの神曲について Osaka Rotarian （268） 不詳 神曲 誌名不詳
⑫ ダンテの詩の特質と単一 芸文 20（7）：526-538 壽吉、共訳 翻訳
1930（昭和5）年
⑬ ダンテ批評論の歴史的検討（一） 芸文 21（2）:125-153 壽吉、共訳 翻訳
⑭ ダンテ批評論の歴史的検討（二） 芸文 21（4）：261-279 壽吉、共訳 翻訳
注：
・旧字体は新字体に直した
・番号は論考等と翻訳で別の体系とした（〇付数字が翻訳）
・名義：「壽吉」＝大賀壽吉、「旭江」＝大賀旭江または旭江、「漁史」＝旭江漁史、「不詳」＝筆者未見により確定せず、
　「共訳」＝黒田正利と共訳
・配列は発表年代順となるようにしているが、中には正確な発行期日が確定できないものもあるためあくまで
　目安である
